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農業委員会だより農業委員会だより

　
６
月
14
日
、
宮
中
献
穀
事
業
の
「
お
田
植
祭
（
お

た
う
え
さ
い
）」
が
寿
古
町
の
斎
田
で
執
り
行
わ
れ
ま

し
た
。

　
当
日
は
朝
か
ら
雨
模
様
と
な
り
、
豊
穣
を
祈
る
神

事
を
寿
古
公
民
館
で
実
施
。
幸
い
に
も
直
後
に
雨
が
あ

が
り
、
斎
田
に
移
動
し
て
お
田
植
え
の
儀
式
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　
奉
耕
者
の
川
本
真
平
さ
ん
を
は
じ
め
、
早
乙
女
・

早
男
の
衣
装
を
身
に
ま
と
っ
た
福
重
地
区
の
小
・
中
学

生
た
ち
に
よ
り
、
苗
の
健
や
か
な
生
育
と
秋
の
実
り
を

願
い
な
が
ら
苗
が
植
え
ら
れ
ま
し
た
。

　
な
お
、
宮
中
献
穀
事
業
に
つ
い
て
は
、
次
の
ペ
ー
ジ

に
詳
し
い
内
容
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

今
後
の
抱
負

が
ん
ば
る
若
手
農
業
者
﹇
Ｖｏ
ｌ
．33
﹈

４

【経営内容】

【家族構成】

農業委員会
ホームページ

【主な内容】
・宮中献穀事業 大村市で30年ぶりに実施
・農業者年金に加入しましょう
・家族経営協定調印式を開催しました
・がんばる若手農業者[Vol.33]
・農地の利用状況調査を実施中

･･P2
･･････････P3

･････P3
･･････････P4
･･････････P4

農
地
の
利
用
状
況
調
査

（
農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
）
を
実
施
中

盛
土
規
制
法
の
運
用
に
伴
い
農
地
転
用

の
添
付
書
類
が
追
加
さ
れ
ま
し
た

写真（上下）は、お田植祭の様子
（6/14寿古町の斎田）

写真（上下）は、お田植祭の様子
（6/14寿古町の斎田）

宮
中
献
穀
事
業

「
お
田
植
祭
」が
行
わ
れ
ま
し
た

購読料の支払方法切替
手続きにご協力を

　全国農業新聞の購読料の支払いが、収納代行会社を通じた
口座引落に切り替えられます。現在、ご購読いただいている
方々に関係書類を郵送しますので、必要事項に記入のうえ、
同封の返信用封筒により農業委員会へ提出をお願いします。

全国農業新聞を読んでみませんか
【発行日】　毎週金曜日
【購読料】　月額　７００円
◆お申し込みは、農業委員会事務局まで
電話５３-４１１１（内線３５２）
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宮
中
献
穀
事
業
は
、
毎
年
、
各
都
道
府
県
の

農
家
代
表
が
、
皇
室
で
行
わ
れ
る
新
嘗
祭
へ
お

供
え
す
る
た
め
の
新
穀
（
新
米
）
を
宮
中
に
献

上
す
る
伝
統
的
な
行
事
と
し
て
執
り
行
わ
れ
て

い
ま
す
。

　
こ
の
事
業
は
、
米
の
生
産
地
と
し
て
の
Ｐ
Ｒ
を

は
じ
め
、
稲
作
文
化
の
継
承
、
地
元
住
民
と
の

交
流
促
進
な
ど
、
地
域
の
活
性
化
に
も
つ
な
が

る
も
の
で
、
長
崎
県
か
ら
も
毎
年
新
穀
が
献
上

さ
れ
て
い
ま
す
。

　
令
和
７
年
度
は
、
大
村
市
が
選
定
さ
れ
、
平

成
７
年
以
来
、
実
に
30
年
ぶ
り
に
本
市
で
本
事

業
が
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
今
回
、
献
穀
者
に
選
ば
れ
た
の
は
、
寿
古
町

の
川
本
真
平
さ
ん
・
か
お
り
さ
ん
夫
妻
で
、
同

町
の
斎
田
（
圃
場
）
で
献
穀
米
が
育
て
ら
れ
て

い
ま
す
。

【
宮
中
献
穀
事
業
の
主
な
行
事
】

○
斎
田
清
祓
（
さ
い
で
ん
き
よ
め
は
ら
い
）・
播
種

　
祭
（
は
し
ゅ
さ
い
）
５
月
21
日
実
施

　
献
穀
米
を
育
て
る
斎
田
の
お
清
め
と
お
祓

い
、
稲
の
種
を
苗
代
に
お
ろ
す
儀
式
で
、
無

事
の
生
育
を
祈
願
し
ま
し
た
。

○
お
田
植
祭
（
お
た
う
え
さ
い
）
６
月
14
日
実
施

　
豊
穣
を
祈
り
、
田
植
え
を
行
う
儀
式
で
、

苗
の
健
や
か
な
生
育
と
秋
の
実
り
を
願
い
な

が
ら
苗
が
植
え
ら
れ
ま
し
た
。

○
青
田
祭
（
あ
お
た
さ
い
）
８
月
７
日
実
施

夏
の
日
差
し
を
浴
び
て
青
々
と
育
っ
た
稲

が
、
雑
草
や
病
害
虫
の
被
害
を
受
け
ず
に
実

り
を
も
た
ら
す
こ
と
を
願
う
儀
式
で
す
。

○
抜
穂
祭
（
ぬ
い
ぼ
さ
い
）
10
月
４
日
予
定

　
黄
金
色
に
実
っ
た
稲
穂
を
刈
り
取
り
、
祭

壇
に
奉
納
す
る
儀
式
で
す
。

※

抜
穂
祭
の
あ
と
に
は
、
宮
中
献
穀
献
納
式
（
10

月
下
旬
）
が
行
わ
れ
、
献
穀
者
の
川
本
真
平
さ

ん
夫
妻
が
直
接
お
米
を
奉
納
さ
れ
ま
す
。
そ
の

後
、
県
知
事
・
神
社
庁
への
贈
呈
式
（
11
月
上

旬
）
が
行
わ
れ
ま
す
。

家
族
経
営
協
定
調
印
式
を
開
催
し
ま
し
た

しっかり積み立てて安心で豊かな老後を！

農業者年金に加入しましょう
農業者年金の加入要件老後の備えは大丈夫ですか

加入者の声 農業者年金の６つの特徴

養豚経営
中川内 元希 さん

宮
中
献
穀
事
業

大
村
市
で
30
年
ぶ
り
に
実
施

▲お田植祭で大役を務めた皆さん

農業委員会への許可申請等スケジュール農業委員会への許可申請等スケジュール

申請者 事前相談 申　請
【市農業委員会】

締切日 : 毎月14日

市農業委員会
（事務局）

議案
作成

許可と決定された場合
　　許可書を交付

許可と決定された場合
　許可書を交付
（市農業委員会経由）
※転用許可後、着手可能となります

内容によって
諮問・答申

総会での意見を付けて送付

答申を踏まえた意見を付けて送付

③長崎県 ②農業委員会総会
開催日 : 毎月25日前後

許可・不許可を決定

審査 : 翌月上～中旬
許可・不許可 :15日前後
　　　（諮問案件は25日前後）

市農業委員会総会で審議した案件
を許可権者である県において審査
します。 許可相当であるか審査

3条（農地の権利移動）の申請

①受付

３条
（青）

長崎県
農業会議

４条・５条
（赤）

4条・5条（農地転用）の申請
4条・5条（農地転用）の申請

▲
調
印
式
の
様
子

国民年金の支給額は

年額 約158万円

老後の家計費
現金収出は

国民年金の支給額は、40年
加入で月額約6万6千円、夫
婦あわせて月額約13万円
です。（令和5年度を基に算
出）

年額 約269万円
高齢農家世帯（夫婦2人）の
家計費は現金支出で月額
約22万4千円です。（令和3
年総務省家計調査を基に
推計）

それに
対して

　上記のとおり、国民年金だけでは老後の生活費は十分と
は言えず、自分で準備する必要があります。
　老後の備えに、農業者年金に加入しましょう。

　農業者年金へは、次の要件を満たす方ならどなた
でも加入できます。

年間60日以上の農業に従事

国民年金第1号被保険者
国民年金保険料納付免除者を除く

65歳未満
60歳以上は、国民年金の任意加入被保険者



23

家
族
経
営
協
定
調
印
式
を
開
催
し
ま
し
た

　
家
族
経
営
協
定
は
、
農
業
経
営
に
お
け
る
経
営
方
針
や
営

農
計
画
、
役
割
分
担
、
収
益
の
分
配
、
就
業
条
件
、
将
来

の
経
営
委
譲
な
ど
を
家
族
で
話
し
合
っ
て
取
り
決
め
る
も
の

で
す
。

　
女
性
農
業
者
や
後
継
者
の
主
体
的
な
経
営
へ
の
参
画
や
家

計
と
経
営
の
分
離
を
促
し
、
家
族
み
ん
な
で
つ
く
る
共
同
経

営
を
確
立
す
る
大
変
有
効
な
手
段
と
な
って
い
ま
す
。

　
令
和
７
年
２
月
26
日
に
、
市
役
所
第
８
会
議
室
に
お
い
て

令
和
６
年
度
家
族
経
営
協
定
調
印
式
を
開
催
。
新
規
４
組

と
協
定
変
更
３
組
の
ご
家
族
が
協
定
を
結
び
ま
し
た
。

　
調
印
式
で
は
、
締
結
者
を
代
表
し
て
西
大
村
地
区
の
田
川

様
か
ら
「
こ
の
協

定
に
基
づ
き
、
家

族
み
ん
な
で
将
来

に
向
け
た
経
営
計

画
や
生
活
設
計
を

話
し
合
い
、
家
族

一
人
ひ
と
り
が

『
夢
』
を
持
っ
て

取
り
組
め
る
農
業

者
に
な
り
た
い
」

と
抱
負
が
語
ら
れ

ま
し
た
。

しっかり積み立てて安心で豊かな老後を！

農業者年金に加入しましょう
農業者年金の加入要件老後の備えは大丈夫ですか

加入者の声 農業者年金の６つの特徴
豚の出産から出荷まで、両親
とともに養豚を営んでいます。
個人事業主なので、将来のた
めに、農業者年金の加入を父
から薦められました。豚が大好
きで、この職業をずっと続けて
いきたいと思ったことが加入し

た理由です。国が保険料の一部を補助する政策支
援に加入しているため、保険料も抑えられています
。これからも養豚を営む若い仲間たちと新しい情
報を共有し、切磋琢磨しながら農業をがんばって
いきたいです。

１ 農業者なら広く加入できます。
２ 積立方式・確定拠出型で少子高齢時代に強い
３ 保険料は、月額2万円（35歳未満で政策支
援加入の対象とならない方は1万円）から6
万7千円の間で自由に決められます。

４ 終身年金。80歳前に亡くなられた場合は、死
亡一時金があります。

５ 税制面で優遇措置がある
６ 一定の要件を満たす農業者には保険料の国庫
補助（最長20年間）があります。

養豚経営
中川内 元希 さん

宮
中
献
穀
事
業

大
村
市
で
30
年
ぶ
り
に
実
施

▲お田植祭で大役を務めた皆さん

農業委員会への許可申請等スケジュール農業委員会への許可申請等スケジュール

申請者 事前相談 申　請
【市農業委員会】

締切日 : 毎月14日

市農業委員会
（事務局）

議案
作成

許可と決定された場合
　　許可書を交付

許可と決定された場合
　許可書を交付
（市農業委員会経由）
※転用許可後、着手可能となります

内容によって
諮問・答申

総会での意見を付けて送付

答申を踏まえた意見を付けて送付

③長崎県 ②農業委員会総会
開催日 : 毎月25日前後

許可・不許可を決定

審査 : 翌月上～中旬
許可・不許可 :15日前後
　　　（諮問案件は25日前後）

市農業委員会総会で審議した案件
を許可権者である県において審査
します。 許可相当であるか審査

3条（農地の権利移動）の申請

①受付

３条
（青）

長崎県
農業会議

４条・５条
（赤）

4条・5条（農地転用）の申請
4条・5条（農地転用）の申請

▲
調
印
式
の
様
子

国民年金の支給額は

年額 約158万円

老後の家計費
現金収出は

国民年金の支給額は、40年
加入で月額約6万6千円、夫
婦あわせて月額約13万円
です。（令和5年度を基に算
出）

年額 約269万円
高齢農家世帯（夫婦2人）の
家計費は現金支出で月額
約22万4千円です。（令和3
年総務省家計調査を基に
推計）

それに
対して

　上記のとおり、国民年金だけでは老後の生活費は十分と
は言えず、自分で準備する必要があります。
　老後の備えに、農業者年金に加入しましょう。

　農業者年金へは、次の要件を満たす方ならどなた
でも加入できます。

年間60日以上の農業に従事

国民年金第1号被保険者
国民年金保険料納付免除者を除く

65歳未満
60歳以上は、国民年金の任意加入被保険者

。
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農業委員会だより農業委員会だより
　
農
業
し
て
い
る
親
の
大
変
さ
を
小
さ
い
こ
ろ
か
ら
見
て
い
て

農
業
は
し
た
く
な
い
気
持
ち
が
あ
り
、
高
校
卒
業
後
は
会
社

勤
め
を
し
て
い
ま
し
た
。
結
婚
し
て
子
ど
も
を
持
ち
、
家
族
を

養
っ
て
い
く
思
い
と
、
４
人
兄
弟
の
長
男
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

10
年
ほ
ど
前
に
実
家
で
就
農
す
る
こ
と
を
決
め
ま
し
た
。

　
主
に
イ
チ
ゴ
と
米
を
両
親
と一緒
に
栽
培
し
て
い
ま
す
。
イ

チ
ゴ
は
親
の
代
か
ら
始
め
た
も
の
で
、
気
温
や
湿
度
、
病
害
虫

な
ど
に
左
右
さ
れ
る
た
め
、
と
て
も
気
遣
っ
て
育
て
て
い
ま
す
。

ま
た
、
日
照
り
が
続
い
た
り
、
雨
が
多
か
っ
た
り
、
台
風
が
来

た
り
と
、
毎
日
環
境
が
異
な
る
の
で
、
イ
チ
ゴ
苗
の
管
理
も
難

し
い
で
す
。
そ
の
た
め
、
う
ま
く
イ
チ
ゴ
が
で
き
た
と
き
は
達

成
感
が
あ
り
、
特
に
消
費
者
の
方
か
ら
”    お
し
か
っ

”    お
し
か
っ

”    

た
“
と
い

う
声
を
い
た
だ
い
た
と
き
は
、
と
て
も
う
れ
し
く
や
り
が
い
を

感
じ
て
い
ま
す
。
３
年
前
か
ら
は
す
べ
て
ベ
ン
チ
栽
培
に
切
り

替
え
た
こ
と
で
、
以
前
よ
り
も
だ
い
ぶ
作
業
が
し
や
す
く
な
り

ま
し
た
。

　
今
年
の
１
月
か
ら
、
出
荷
や
税
申
告
の
名
義
を
父
か
ら
私

に
替
え
ま
し
た
。
農
業
経
営
に
関
し
て
は
１
年
生
な
の
で
、
こ

れ
か
ら
い
ろ
ん
な
こ
と
を
学
び
、
早
く
経
営
者
と
し
て
一
人
前

に
な
れ
る
よ
う
、
ま
た
、
こ
れ
か
ら
も
良
い
イ
チ
ゴ
が
作
れ
る

よ
う
が
ん
ばって
い
き
た
い
で
す
。

今
後
の
抱
負

が
ん
ば
る
若
手
農
業
者
﹇
Ｖｏ
ｌ
．33
﹈

４

【経営内容】
　　イチゴ　２７アール
　　水　稲　７５アール
【家族構成】
　　両親、本人、妻、
　　子３人

笠寺  大介さん（42歳）

農業委員会
ホームページ

【主な内容】
・宮中献穀事業 大村市で30年ぶりに実施
・農業者年金に加入しましょう
・家族経営協定調印式を開催しました
・がんばる若手農業者[Vol.33]
・農地の利用状況調査を実施中

･･P2
･･････････P3

･････P3
･･････････P4
･･････････P4

　
農
業
委
員
会
で
は
、
耕
作
さ
れ
て
い
な
い
農
地
の
把
握

や
違
反
転
用
の
発
生
防
止
の
た
め
に
、
８
月
か
ら
10
月
に

か
け
て
、
毎
年
、
農
地
の
利
用
状
況
調
査
を
行
って
い
ま
す

（
農
地
法
第
30
条
第
１
項
）。
調
査
に
あ
た
り
、
農
地
内
に

立
ち
入
る
こ
と
や
話
を
伺
う
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご

理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
調
査
の
内
容
】

　
①
地
域
の
農
地
利
用
の
確
認

　
②
遊
休
農
地
の
実
態
把
握
と
発
生
防
止
・
解
消

　
③
違
反
転
用
発
生
防
止
・
早
期
発
見
　
な
ど

　
管
内
農
地
の
状
況
を
把
握
し
、
農
地
利
用
の
最
適
化
を

推
進
し
て
い
く
こ
と
を
主
な
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
調
査
に
よ
り
判
明
し
た
遊
休
農
地
に
つ
い
て
、
所

有
者
ま
た
は
管
理
者
に
対
し
て
、
今
後
の
利
用
意
向
を
確

認
す
る
調
査
を
実
施
し
ま
す
。

　
遊
休
農
地
は
、
火
災
や
病
害
虫
、
鳥
獣
被
害
の
発
生
原

因
と
な
り
、
隣
接
の
住
民
や

農
地
へ
悪
影
響
を
お
よ
ぼ
し

ま
す
の
で
、
除
草
、
病
害
虫

駆
除
等
、
農
地
の
適
正
な
管

理
を
お
願
い
し
ま
す
。
な
お
、

農
地
の
貸
付
け
や
譲
渡
を
希

望
さ
れ
る
場
合
は
、
地
元
農

業
委
員
、
推
進
委
員
ま
た
は

農
業
委
員
会
事
務
局
ま
で
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

農
地
の
利
用
状
況
調
査

（
農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
）
を
実
施
中

　
盛
土
規
制
法
が
５
月
23
日
か
ら
運
用
開
始
さ
れ
、
農
地

等
で
盛
土
規
制
法
に
該
当
す
る
工
事
を
行
う
場
合
は
、
農

地
転
用
許
可
申
請
の
際
に
、
長
崎
県
盛
土
対
策
室
に
提
出

の
申
請
書
の
写
し
（
受
付
印
が
押
印
さ
れ
た
も
の
）
の
添

付
が
必
要
と
な
り
ま
し
た
。

　
詳
し
く
は
、
長
崎
県
「
農
地
転
用
関
係
事
務
指
針
」
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。
な
お
、
盛
土
規
制
法
に
該
当
す
る
か
否

か
は
、
長
崎
県
盛
土
対
策
室
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

盛
土
規
制
法
の
運
用
に
伴
い
農
地
転
用

の
添
付
書
類
が
追
加
さ
れ
ま
し
た

かさでら だいすけ

写真（上下）は、お田植祭の様子
（6/14寿古町の斎田）

写真（上下）は、お田植祭の様子
（6/14寿古町の斎田）

宮
中
献
穀
事
業

「
お
田
植
祭
」が
行
わ
れ
ま
し
た

購読料の支払方法切替
手続きにご協力を

　全国農業新聞の購読料の支払いが、収納代行会社を通じた
口座引落に切り替えられます。現在、ご購読いただいている
方々に関係書類を郵送しますので、必要事項に記入のうえ、
同封の返信用封筒により農業委員会へ提出をお願いします。

全国農業新聞を読んでみませんか
【発行日】　毎週金曜日
【購読料】　月額　７００円
◆お申し込みは、農業委員会事務局まで
電話５３-４１１１（内線３５２）




